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（オーストリアの作曲家）マニアで，レコード，
CDのコレクションはもちろん，夏休みにはそのゆ
かりの土地を訪ねて歩くのが趣味でした。ブルック
ナーゆかりの街，教会，聴いてきたコンサート，あ
る年には旅先で転倒し病院に運ばれたときの話や行
き帰りの飛行機，電車のことなど話は尽きませんで
した。私も刺激され，数年前にブルックナーゆかり
のリンツ市やお墓のあるザンクトフローリアン教会
を訪れたこともありました。先生の行き先のほとん
どがウィーンなので，2016年からオーストリア航空
が日本から撤退し，ウィーン直通便が飛ばなくなっ
たことをとても悲しんでいました（今年の５月から
復活しましたよ）。病気になってからも，奥様と娘
さんのお誘いで初めてフランスへ行き，オーケスト
ラの演奏会など聴いてきたと伺ったのが旅の最後の
話題でした。ブルックナーといえば，私が交響曲第
一番（小澤征爾指揮，新日フィル）を聴きに行く機
会があり，その曲は聴いたことがないので先生に
CDを貸してくれるように頼みましたところ，しば
らくして０番～２番というめったに演奏されない３
曲のCDを「第１番は生で聴いたことがないのです
よ」と悔しそうに話して渡してくれたことも思い出
します。
　先生は音楽の素養があり，大学のオーケストラ部
ではビオラを弾いて，卒業後も大学のオーケストラ
の公演に参加していました。私は高校時代吹奏楽部
でチューバを吹いていたので，大学時代にワグナー
とチャイコフスキーの演目の時に誘われて，オーケ
ストラ部の公演に参加する機会がありました。とも
にオーケストラの一員として音楽の創造に関われた
のは楽しい思い出です。奥様はピアノが達者で，そ
のご縁で結婚されたと思われますが，10年以上前の
当院の新年会で，先生のビオラ，奥様のピアノの
デュオで演奏されたことがありました。奥様はそっ
と参加し演奏が終わるとすぐに帰られたのは残念で
したが，先生は２次会にビオラを持ってきて，カラ
オケに合わせて葉加瀬太郎のように即興で楽しく弾
いていたことを思い出します。ビール，ワインが好
きでしたが深酒することもなく，楽しくいい酒飲み
でした。
　葬儀の時に頂いたご家族の文集に，奥様は「いつ
も紳士的で，どこへ行ってもスマートに対応する素
敵な人でした。」と書かれていました。
　本当に紳士で穏やかで良い人でした。
　ご冥福を祈ります。　　　　　　　　　　合　掌
追　　　　悼　　　　文
